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ラーネッド記念図書館

(

田辺校地の図書館は、、ラーネソド記念図書倉ぽと命名

され、ここに新しく開館されることになりました
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この新しい図書館は、同志社創立当初よ 1)新島先生、

デイヴィス先生とともに同志社教育に貰献され、今日の

同志社に導かれた功労者の一人であるラーネソド先生を

記念して命名されたものであり、正面エントランス・ホ

ール入口の豆頁上局ぐLearn to Hve and Hve to learn"

という先生の言葉が亥1ほれているゆえんであ 1)ます。

この図書館は見た目には勿論のこと、多くの点におい

て今出川校地の図書館とはちかった全く新しい図書館て

あります'83.1.21付教育情報センター部門改善委員会

答申を受けた'84.3.15の田辺校地煉偏実施計画により、

1・ 2年次生の学生の学習を主目的とした図書館として

規定されております。そしてさらに今出川校地の図書館

の分館として位識ーブけられており、今出川・田辺と二拠

貞化しても利用者には最大限の便宜をはからなければな

らない、という観点から、図書館の二大機能、パプリソ

ク・サービスとテクニカル・サービスの内、前者パプリ

ソク・サービスに重.貞をおき、従来の図書館のようなテ
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ラーネッド博士

クニカル・サービス機能は殆んど持っていない図書館で

あります。

したがって、収集保管される資料は 1・ 2年次生の授

業カリキュラムに沿ったものが中心の、学習・教養のため

の資料であ 1)、高度な学術資料や利用頻度の低いもの、

今出川の図書館でいえぱ、閉架書庫に収納されるような

資料は原則として所蔵されない、ということになります。

これらの資料の利用は、参考図書、一般資料、雑誌・

逐次刊行物を問わず全面開架方式であります。開館当初

は約4万冊ですが、10万冊まで全面開架方式で利用に供

することができるよう設計されております。(この開架

書庫以外に17万冊収容の書庫が、現時点では未仕上げで

すが、用意されており、将来多目的利用が可能です)今

出川の図書館は建設当時いわれていた5万冊開架構想で

設計され、運用されてお 1)ますが、昨今新しく開かれる

図書館は 7 ~10万冊開架が大体標準であります。この全

面開架方式の利点は言うまでもあ 1)ません。利用者が資

料に自由に接することが出来る、したがって館内利用は

全く自由である云々ー・。しかしそれでも資料を館外へ持

出す必要のある時は可成りの手続を要しましたが、ラー

ネッド記念図書館では、この貸出し手続は機械化され、

簡略化されてお 1)ます。すなわち、利用者は今出川の図

書館のように、「貸出証」と「プノク・カード」に必要

事項を記入し、館貝がチェックし、返却期日の押印等の

事務処理をするという必要はありません利用者の「図

書利用力ードJ と図書をスキャナーでなぞるだけで貸出

し手続は終了であります。また手続が簡略化されるだけ

でなく、貸出し予約、問合わせも簡易にできるようにな、

りました

以上のように、全面開架方式の採用、貸出返却の機械

化によって利用は飛躍的に便利になうたとはいうものの、

資料検索のための目録はどうなっているのか、今出川の

図書館も含めて多くの図書館が従来そうしてきたように

カード目録を作成するのか、等の問題があります。カー

ド目録はその繰込み・検索に慣れている人以外にはひき

にくくもあり、かつまた、作成・編成には膨大な手数と

時間がかかることは周知の事柄であります。索引が完備

しておれば、一覧性のある冊子体目録の方がべターであ

るともいえます。しかし、冊子体目録は資料の増加に

即時的に対応するのが困難であ 1)、それなら機械可読目

録(Machi"e Read北le 旦atal0宮)以外は考えられない

のではないかということになりましたただ、 MA RC

も単一(自)館での作成となるとハード・ウェア、システ

ムとも全学のトータル・システムとのかかわ 1)あい等に
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田辺校地の正門を入って少し左に向いて、事務管理棟

「嗣業館」を左手に見ながら真直ぐ正面に、いやが応で

も目に入ってくる偉容、頭は国会議事堂、入口はパルテ

ノン神殿の一部か、というのがラーネッド記念図書館で

あります。これはもう、百聞は一見にしかず"です。詳

細は「利用案内」か、「び、武1)おてか」(館報) N037にま

かせましょう。今出川で学ぷ3 ・ 4年次生の諸君も、教

職員も、一度はおいで下さい。そして篤いて下さいそ

して建設的なご意見をお聞かせ下さい

問題があ 1)、かつまた書誌データーの自館オリジナル入

力の手間は力ード目録の場合とあま 1)かわらないとも思

われます。そこで、市販の書誌ユーティリティを利用し

て MARCを作成するのがべストであろうということに

なりました。そして、この同志社MA RCの作成ととも

に請求記号ラベル・貸出し用のバーコード・ラベルの貼

付等図書の装備も外部業者委託としたのであります。 こ

れによ 1)館員はいつもパプリック・サービスに専念でき

る体制となったのであります。利用者は全面開架の書庫

で資料をさがし、不明の場合はカウンターに問合わせぱ、

館員がMARCで検索し、答える、という訳であります。

また、相談する程でもなけれぱ、 MARCから打出した

リスト(冊子目録)で検索することも出来るようになって

います。近い将来、ターミナルを利用者用にも複数設置

し、アクセスし易いソフトを開発し、利用者自らがキー

をたたいて検索できるようにしたいと考之ております。

資料の検索については以上のとお1)ですが、資料の配

橿等にっいては、(詳細は「利用案内」をご覧下さい。)

般書、参考図書、雑誌類をそれぞれ区分し、さらに一般

書を、人文科学・社会科学・自然科学の三部門に、そし

て洋書、新書・文庫、というように区分し、各フロアー、

プロソク毎に配置してお 1)ます。

以上ラーネッド記念図書館のソフト・ウェア、、内部シ

ステム"について述べてきましたが、ハード・ウェア、

建物・施設についてはどうでしょうか

(

鴨臨
Q

U

メインカウンター

開架閲・室

閲 室

一
一

二



、ラーネッド記念図書館オープン:ここではこのラー

ネッド記念図書館(以下本館と称す)の主要システムの

概略とそれに伴う利用の実際について紹介します。

1.所蔵資料の検索(図 0 料の探し方)

すべての資料は開架方式で配架されています。まず自

分が利用したい資料の種類・性格に従って、開架閲覧室、

参考図書・雑誌室等に行きます。そこでは主題による分

類順に図書が並んでいます。分類表やガイドによって当

該主題個所に行き、自由に図書を取1)出して下さい。基

本的にはこういったことになると思いますが、一方、あ

らかヒめ特定の図書をズバリ検索し、その請求記号に基

づいて書架に行くという方法もあります。以下にその検

索方法を紹介しましょう。

①目録による検索

本館では図書一冊一冊についての

様々なデータがコンピュータに入力
FIND

されています。そのデータを色々編 *

集して随時冊子体の蔵書目録を出力
項目

します(蔵書目録は目録コーナーに

あります)。この蔵書目録は、書名(

原書名等を含む)、著者名(編者、
項目 2

訳者等を含む)、被伝者(研究され

た人)等で引くことができます。全

体の構成は下表のようになっていま

す。 項目 3

これらの蔵書目録は索引と本編を 1 1.
12.

兼ねた形になっており、どの項目で

引いても書名、著者名等の必要事項

と請求記号が記載されています。目

的の図書がみつかれぱ、請求記号を

メモして当該の書架へ行って下さい。

なお、雑誌、・新聞についてはこの蔵書目録に収録されて

いません。別の雑誌・新聞りストに拠って下さい(以下

の②、(3)についても同様)。

<目録の構成>

(2)コンビュータによる検索

カウンターに備え付けられたコンピュータの端末機に

よ0ても図書の検索ができます。希望する場合は係員に

申し出て下さい。

利用したい図書の書名や著者名がはうき1)わかってい

る場合は、上記の蔵書目録で十分ですが、それらがはっ

きりしない時や、特定の主題に関する図書を探したい時

などの場合は、コンピュータによる検索が有効です。蔵

書目録のところで挙げた項目の他に、件名(主題を表わ

す名辞)、分類、ワード(書名中にある言葉)、請求記

号、 1SBN(国際標準図書番号)、図書番号(登録番号)

等からの検索が可能です。さらに、各素引項目を組み合

わせて検索することもできます。例えぱ、書名中に「ア

メリカ」と嗹動斉」という両方の言葉が入った図書はな

いか、という'、うに検索すると、 rアメリカの経済政策」

書名目録(ローマ字)

著者名目録(ローマ字)

4

KA:,,メ,yウセキ
V K':,サメ.yウセキ26

2/ DISPLAY I

作

ノ

<コンビュータによる検索の画面伊」>

P

910.268,

夏目激石
明治院
図版

4

和書編

書名本書名、各巻書名、別書名(カタカナ)
目録翻訳書の原書名(ローマ字)

・ 1・、・、ー・
著者著者、編者、訳者、被伝者etc.(カタカナ)

(ローマ字:西洋人等の原綴のみ)

360P

という図書がみつかるといった具合です。

検索用の端末機は当面1台しかありませんが、近い将

来には数台増設する子定です。

(3仂ード目録による検索

従来からの力ード目録も用意しています。種類は書名

目録だけです。和書は書名の50音順、洋書は書名のアル

ファベット順に配列されています。ただし、目録検素用

の端末機が増設された時点で力ード目録は廃止する予定

です。

作品の傑用世昇坂本浩薯
1979.4 / 460

910.268,

目激石
春秋社
新装版

誇求記号
名著者 吉田特一薯

洋書編

官村善夫薯
1980.9

910.26 ヨ

吉田轄一

項
記
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Π.図'料の利用(出・返却等)

次に図書の館外貸出や返却、問合せ等の図書利用の実

際につぃて紹介しましょう。これらのサービス、業務は、

手続きの迅速化、簡素化を図るためほとんどコンヒュー

タ化されています

①館外出

本館での利用登録時に交付する「図書利用力ード」と

貸出希望図書をカウンターの係員に提出して下さい。係

員が力ードと図書についているバーコードラベルをスキ

ヤナーでこすって利用者の番号と図書の番号をコンピュ

ータに記録します。これで貸出手続きは終了ですただ

(
利用者得号

図雪番号

(3)予約

貸出中の図書について予約することができます。蔵書

目録等で予約したい図書の図書番号(登録番号)を調べ、

係員に申し出て下さい。その際 r図書利用力ード」も必

要です。貸出中であることが確認、され、先に予約してい

る人がいなけれぱ予約を受付けます。 1人5冊まで子約

できます。予約した本が返却され次第その旨を掲示しま

すので速やかに取りにきて下さい。なお予約の取消しも

できます。

予約や下記の問合せといったサービスは、従来の貸出

方式では不可能でしたが、コンピュータ化することによ

つてできるようになりました。せい

ぜい利用して下さい。

④問合せ0「.コう

利用者自身が自分の貸出状況等を冊

問合→士ることができます。「図書利

用力ード」を提出してその旨を申し

出て下さい。現在何冊借ηているか、

返却期日はいつか、貸出停止はいつ

までか、といったようなことを知る

ことができます。

また、求める図書が書架にない場
ム、 他の人がすでに借りているか否「コ、

か、貸出中ならば返却期日はいつか

といったことを問合せることができ

ます。もちろん誰が借りているかと

いうようなことを問合せることはで

きません子約と同様図書番号を調

べて問合せて下さい。

(5)その他

・統計

統計も従来よη幅広くとることができるようになりま

した。以前からの蔵書統計、貸出冊数統計等に加えて、

ベストセラーならぬべストリーディング(最も貸出が多

かった図書)のりストなども作成する子定です。こうい

つたものは図書の収集のための重要な資料となるでしょ

う。本誌でも適宜紹介する予定です。

・蔵点検

従来は力ードと図書一冊ずつを突き合わせて点検して

いましたが、今後はハンディータイプのスキャナーで図

書のバーコードラベルをこするだけで確認できるように

なります。

貸 出

返却期日

し、貸出可能冊数(3冊)を越した時や、既に借りている

図書の返却が遅れている場合は自動的にストップがかか

るようになっています。

なお個人の貸出記録に関するプライバシーの保護につ

いては十二分に考慮されています。個々人の利用者番号

には、学籍番号とは全く異った図書館独自の番号を使用

しており、利用者番号から個人を特定することは不可能

です。また、図書が返却されるとただちに個人にかかわ

る貸出記録は消去されるようになっています。

(2阪却

館外貸出図書を返却する時は、図書をカウンターの係

員に提出して下さい。係貝が貸出時と同様に図書の番号

をコンピュータに記録するだけで手続きは終了します。

「図書利用力ード」の提出は不要です。

返却期日の厳守は当然ですが、万一返却が遅れた場合

は貸出停止になります。貸出停止期間は、返却延滞日数

に相当する期間とな 1)ます。例えば5日返却が遅れると

5日間貸出停止になります。返却期日の厳守をお願いし

ます

(

日付

問いnせ図冉岳男)

出時の画面伊」>

以上、新キャンパスの図書館について実際の利用面か

ら色々紹介しました。施設、蔵書構成等については本誌

の前々号、前号を御覧下さい。また r学生便覧」にも図

書館の利用案内が掲載されていますので参考にして下さ

」丁で 偵改/ N」ヨ'"〕

<



信行寺大悲尊像縁起絵巻

竹居明男

この絵巻1巻は、本学文学部の森浩一教授が東京の古

書店にて見出され、このたぴ同志社大学図書館に収蔵さ

れることになったものである。後述するように、その制

作時期は天保9年 a838)で江戸時代末期であるが、今

のところ類本がなく、また興味深い内容をもってぃるの

で、ここに概略を紹介させていたた、くこととした。

絵巻の大きさは縦25センチ、横970センチ。冒頭のr信

行寺大悲尊像由来」という題名が示す通IX図 1)、京都

市左京区仁王門通新高倉東入北門前町に所在する信行寺

(浄土宗安置の観音菩薩像の流伝を主題とするもので、
:ぞご'r' ごし'

詞書と絵とが各5段グつ交亙に配され、巻末に識語があ

るいささか煩瑛にわたるが、詞書に従って、まずはそ

の内容を箇条書きに整理して記してみよう

〔第1↓幻

1 延暦13年(794)、下野国現、栃木県)都賀郡大慈
λ.1.

寺の高徳俊才の僧広智は、壬生氏のある家に祥雲満ち

ているのを見出し、その時生れたばかりの子を、成長

の後自分に与之るように両親と約束した。

2 その子は 9歳のとき父に死別したので、兄について

勉強していたが、母親の方はかつての約束を思い出し、

その子を広智の弟子とした。広智はその子をすぐに出
え'に'

家させて円イ_と称させたが、その秀才ぷりに感じて厚

く教授した

図1

③大同 3年(808)円仁15歳のとき、ある夜の夢の中で

「叡山の大師」と会話したことを広智に告げると、広

智はただちに円仁を伴なうて比叡山に至り、円仁を最

澄の弟子とした最澄は天台教学のことごとくを伝授

した。

④弘仁4年813 及び7年816 の受戒後、承和 5年

(838)の遣唐使行に加わって円仁は渡唐して修学。

五台山に巡礼した

⑤そして日本に帰る途中で、逆風による難船と、i票流
どくじ咋

先での山賊の難とをいずれも法華経読訥の力でき1)ぬ

け、ようやく承和14年(847)九州大宰府に帰着した。

⑥翌承和15年(848)、円仁は入京してのち比叡山に登

り、かって天長10年(833)に草庵を結んで自ら書写し、

た法華経を小塔に納め、また「大悲の尊像」を1形刻し
し咋り」、ごA 、、'

て爰置した。その建物を如法堂といい、今の首楞厳院

がこれにあたる。そしてその尊像こそが、後世に伝え

られて霊験いちじるしい、信行寺の大慰尊像なのであ

る。

⑦円仁は貞観6年(864)正月14日に入寂し、慈覚大師
」」("ι

と詮された。

〔絵第1段^円仁が観音像を制作する様子〕

〔第2'幻

①天安元年(857)に太政大臣となった藤原良房公は、

賢君の誉れが高かったにもかかわらず、剣難の相があ

るとの博士たちの見立てがあったしかし、北政所が

慈覚大師より法華経を授か1)、かつ、かねてより観音

菩薩を深く信仰していた功徳により、良房公は無事そ

の生涯を白河の別荘に終之、貞観15年(873)忠、仁公と

詮された。

②北政所は観音菩薩への信仰いよいよ厚く、つぃに叡

山首楞厳院から例の尊像を白河の別荘に移置し、法華
、A '」、

三昧を修するなど、日夜勤行怠1)なかった。

〔絵第2段白河の別荘の様子〕

〔第31幻

①承暦元年107フ、白河天皇の発願により、京の東、
11 「

忠仁公の別荘のあとに大寺院が建てられた。これが法
τ」6 じ

勝寺である

②法勝寺には金堂・講堂・1珂弥陀堂・薬師堂・五大堂

. 西岡直樹

ノ
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法華堂・八角九重塔・常行堂・円堂・曼茶雜堂・小

塔院など多数の堂舎が営まれ、それぞれにV、像などが

安置されたが、かって白河の別荘にあった観音像は、

釈迦三尊像と共に講堂に安超されたのであった。

ヨその年(承暦元年)12月18日、天皇行幸して法勝寺

の供養が行なわれた。

〔絵第3段^法勝寺の伽藍の様子〕

〔第 4 段〕
1?マ1

①康平元年(1058)3月]8日、岡崎より出た火により、

法勝寺諸堂は焼失の難にあった。しかし不思議なこと

に、講堂の観音像のみは杉j斤小路の街なかに置いてあ

り、とりあ之ず玉.六堂に入れられ、やがて傍の仮堂に

安翅された

②時は移って応仁元年 Q467) 8月、山名宗全・細川

勝元の兵乱に法勝毛・は一宇も余さず焼失廃亡すること

となった。

③ときに武蔵回出身の僧元虚(もと内藤氏の嫡子正納

)は近江田東坂本に草庵を結んで法華三昧を修してい

たか、ある日、故矧の母の大病に際して、法勝寺に参
くだA

詫して件の観音に祈念した。するとたちまちに病は平

癒し、元虚はいよいよ信心、を深めた。

4 兀虚は、 2月に始まった大乱に法勝寺の安否を気グ

かってぃたが、 8月のある夜、観音豫が火中よ 1)飛出
せきぎA

して亦山大明神の社の扉を開き入る夢を見た。

⑤み山大明神は慈覚大師の遺命にて勧訥したもので、

元虚.はとるものもと 1)あ之す山を越之て冰山明神に詣

で、ついで人ぴとのたち騒ぐ中を法勝寺に到り、炎の

中から観音像をとり出した。このとき、酎のごとく襲

来する矢は、不思、議なことに一筋もあたらなかうたの

である。

6 元虚は無事に坂本の草脂に帰1)着き、観音像をそこ

に安置した。

〔絵第4段^憎元虚が観音像を救出する様・f〕

〔第昨幻

1 さて、信行寺はもと摂津国西宮にあったか、開山順

公上人のとき故あって京都三条通東洞院に遷り、天正

17年 Q郭9)には太闇秀吉の命で京極の東に移うた

そこは今、中井氏の旧地である

2 一方、当寺第三世円霊上人は僧元虚の末孫で内除氏

の出身(正之の兄)であったが、元和 3年(1617)に

住職となるや、その大徳の聞えと、当寺本尊阿弥陀如

来の霊験あいまち、人びとの参詣に絶えまがなかった

元和6年 Q62の、疫病が大流行して搬牡者が続出

したが、このとき円霊上人は寺内養寿院の僧恵閤と心、

を合せて、内課氏ゆかりの坂本の草庵よ1)例の観音像

を迎えて法華経を毓訥したそして観音の姿を写して

数千枚を人びとに施したところ、これを授かったもの

は皆、病を脱したのであうた。

④そののち宝永 5年(1708)の洛中大火に遭い、当寺

はこの年秋に今の仁王門通に移1)、享保2年 a717)

春には堂供養があって、観音像を脇坤に安置したので

ある。

⑤まことに法華経は諸経の第一であり、なかでも観世

音菩誹普門品は法華経二十八品の中の骨髄である。慈

党大師が入唐中の災烈を免がれたのも観音の功徳応現

であ 1)、帰朝後に造像されたのもなるほどと思われる。

そのような哥汀象であるから、数度の火災をもくぐりぬ
"やぐ

けて、災鄭消除・瓶W子延命の利益いちじるしいものが
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あったのである。

(絵第5段参詣者の群れる信行寺境内の様子〕

以上のように本絵巻は、慈覚大師円仁の手になる観音

像が、数々の危難をくぐりぬけながらも一方で霊験いち

じるしく、ついには信行寺に安置されて多くの人びとの

尊崇を得るに至る物語を、ドラマティックに述べて絵解

きしているのであるが、制作の事情も次に掲げる巻末の

識語によって明らかである(新字体に改め、句読点・返

り点を付す)。
^^

此縁記一巻者信行寺中養寿院開基恵問和尚之所伝記

也宝永之火後、恐火盗蔵倉庫凡星霜百三十余年

魚魯為所々廚滅而文義不全於是考監釈書明月記応
レ レ

イ記及所仏之古文書補正之、以再成章、復加図絵、

レ

鳴呼霊像之応現、利益之著如此。弥信心堅固、則当
し

「,^

得現世安穂後世仏果者也。
レ

天保九年戊戌冬日

X

陀如来像)の向かって左の脇壇に安置されていることを

知ることができた。そして、絵巻中の、境内に群参する

人びとを描く場面(絵第5段)で、本堂中央(饗銭箱の

あるあた 1)か)より左方に参詣者が集中して描かれてい

る様子は(図 2)、あたかもその点と符合するものがあり、

一同深い興味を覚えたのであうた。

ちなみに、信行寺の寺地移転の歴史の中で、天正17年

から宝永5年に至る「京極の東」時代の寺地は、詞書割

注に r今中井氏之旧地也」とあるように、宝永 5年の現

在地移転後、京都大工頭中井家の屋敷地となったもので、

実は新島襄旧邸(上京区丸太町寺町上ル松蔭町)がほぽ

その地点に所在しているのである。有名な寛永14年(16

37)完成の「洛中絵図」(宮内庁書陵部蔵)の同地点に

は明らかに r信行寺」の名が読みとれるし(図 3)、一昨

年の新島会館建て替えに伴なう発掘調査での出土遺物中

に、信行寺所在時代のものと推測される遺物も今後の検

討によって見出されよう。

以上、当絵巻をめぐる様さまな問題点についての詳細

な考察は別の機会に譲ることとし、と1)あ之ず新収資料

としてここに概観を試みた次第である

山田道貞謹識

印印)

すなわち本絵巻は、山田道貞が、詞書にも登場する「養

r寿院開基恵問和尚」の「所伝記」を基礎とし、これに

釈書」(=「元亨釈書』)、「明月記」(藤原定家の日

記)、「応仁記」及ぴ中刷云之古文書」によって補正を

加えて文を成し、その上に図絵を付したもので、天保9

年に成立したものと知られる。今のところ山田道貞なる

人物については未詳であるが、 r国書総目録」によると

r嘉永雑談』17冊(国会図書館蔵)、 r光格天皇御登霞

之巻」(絵巻1巻、東京大学史料編纂所蔵)の著作があ

り、とくに後者は絵も道貞の筆とされているから、本絵

巻も同様に詞書・絵ともに山田道貞の手になるものと思

われる。

すでにみたように、本絵巻の詞書には若干の誤記など

も含まれ(第4段①における康平元年は康永元年の誤ま

りと考えられること、その 1例)、絵にも幾分素人的な

ところが見られる。しかし識語による限1)、本縁起の原

形は江戸時代のごく初期にまでさかのぽ1)得るし、類本

も目下のところ見出せない。そしてまた 5段の絵の中で

も最末尾のそれは、多数の人物が軽妙酒脱に描かれ、独

立した一幅の絵として見ても興趣つきないものがある。

ところで過日、私たちは森浩一教授、校地学術調査主

任鈴木重治氏、図書館整理課帆足正規氏と共に、左京区

東山仁王門西北角に所在する信行寺を訪れたのであるが、

御住職本多俊明師より、この絵巻の第5段①以下と一致

する所伝があることをお聞きし、また、上来みてきたよ

うな縁起をになう観音菩薩像が、今も本堂(本尊は阿弥

バ
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本学図書館では機械検索の時代に備え、1982年4月か

ら機械入力を開始い986年4月現在すでに約6万タイト

ルのデータをマーク化し蓄粳しております。図書館利用

者へのサービスを向上させるため、早期にオンラインに

よる目録検素システムを提供すべき時期に来ていますが、

漢字用端末機を始め計算機資源の準備とシステムの開発

にかな 1)の期問を必要とします。現在、1989年度から機

械検索のサービスを提供出来るよう準備してお 1)ますが、

当面機械入力を実施してきた結果として各種冊子目録を

出力できますので、この成果をとりあ之ず活用していた

だきたいと思います。

したがって、1986年度から受入・撃理した図書につい

ては関覧用力ード目録に替1)、以下に説明致します冊子、

目録を発行し検索ツールとして活用していただくことに

なりました。

<用方法について>

2週間祉に分類番号順の本編と毎月1回、書名素引(

図 1 および著者索引を発行致します。検索用ツールと

しては書名と暑者の索引を利用してぃただくことにな 1)

ますが、この索引は毎月1回累積しながらイUし、 1年

を単位とする予定です)発行致しますのでかな 1)有効に

活用していただけるものと思います

<利用方法について>

書名索引は目録中の標目となった書名、双書名、原書

名等をABC1順に配列しています。書名につづいて、(

>には目録中の箸者記述の一番目を表記しています

ι、は。ぎ求,己号を、ーーーにつノブく番号は文献番次の(

号になっています。〔〕で表記した書名は統一書名(

無著者名古典等)が被研究書となったものです。

今出'11図書館の検索方法か亦りぎす

↓一著者記号

(

刑法の機能的考察<平野竜一著>

3 2 6 ; H 5 -4 )

著者索引は目録中の標目となった著者名個人・団体

・会議)をA BC1順に配列しています。著者名につづい

て、<>には目録中の書名を表記しています。次の

)には請求記号を、ーー・・につづく番号は文献番号にな

つています。〔〕で表記した著者名は被伝者、被研究

者を示しています

03

請求記号一」
,

(

文献番号一・j

1133]

柳田国男(地名の研究>

以上が1986年度から発行します冊子目録の運用と利用

方法の概略説明でありますが、書名と茗者の索引に記城

されていない図書の記述を必要とされる場合は、分類番

号順の本繼を利用することも出来ます。これによ 1)今出

川図書館の検索ツールは、整理.された時期が、 1964年ま

での図書は旧分類力ード目fl、 1964年から1982年までの

図書は新分類力ード目録、 1982年から1986年までの図当

は新分類力ード目録と冊イ目,.'、 1986年からは冊 f目録

ということにな 1〕ますそれぞれの検索ツールにより必

要とする図書を検*し、利用千続に従い関覧あるいは貸

出乎紕を行って下さい

冊 f目1京は検*ツルとして新たに利用してぃたたく

ことになりますが、オンラインによる目鉄検*システム

のサービスを捉供できるまての間、これまでの力ード目

,沃と共に有効に活用していただきますようぉ願い效しま

す

A{ur】

フ7 り力諸国における経滅自立(アワり力研究会縦)(332
アフり力諾国の経1斉開発(喋田す!、二編){3 3 2 8 4.へ 5}
アフり力杣民地化と士地労倒問題(星昭編)(334 74, A
アフり力抽民地における責本と労働(山田秀錐繼)(334 7
アワり力抽民地における責本と労働(山田秀配網> 334 7

blrds.くA ワエドゥンア戈){The age o
Ch】valry.(プルフィンチ作)The a宮e o

aos (1.ヴェリコフスキー巷)(2hA客es 1Π C

(1 ウェリコフスキー机・)(2A宮es ITl c ao s

11a11aL' a宮「ic01【ura i I r o S

アーニ著)(612.37 F

アイアコ,カ(リー・アイアコ,力茗 193 3 5

受知大学経営会計研究所叢俳<着理会計> ( 3 3 6 S 5 38

, Y

文献番号一J

8350

(図 1) 名索引(抜粋)
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昨年佃月2日、名古屋在の音楽家、中野二郎氏より同氏所蔵のギター、マンドリン関係の楽譜約

1万2干点を中1山とするコレワションの寄贈を受けましだ。

氏は明治35年4月伯日のお生れで、愛知工業学校図案科を卒業され、名古屋工業高等学校に進弐

れたが、ギター、マンドリンに興味を持たれ、1年で同校を中退、以後独学でギター、マンドリン

音楽を修得されきしだ。大正末期頃より、独奏者、マンドリン合奏の指揮者としてステージや放送

で活躍され、きた、作曲、編曲も多数あり、童謡にいだつては数百曲の作品があり弐す。その内、

イタリアで出版されたものもありますが、1954年、ギター独奏曲 r

パガニーニの主題による30の変奏曲"が、国際ギターコンクールの

作曲部門に入選され訣しだ。

昭和20年よりNHKの名古屋放送管弦楽団の指揮者となられ、昭

和38年、同志杜大学マンドリン・ワラブより請われて、以後59年に

引退されるまで22年にわだつて同クラプを指導されましだ。

氏のコレクションは価年閏の収集の成果で、濡外よゆ直接取り寄

せられたものを多く含んでおり、質量とも世界でも有数のものとい '

えます。氏は今後このコレワションが、散逸したり、あるいは個人に死蔵されたりすることの御心

配よしつ、恒久的機関での保存・利用を希望され、本館への寄贈となり名称を 0中野譜庫.とし荻し

だ。

現在、氏作成の力ード目録と冊子目録をもとに整理作業を続けていますが、終了ぎで1年ほどか

かりそうです。尚、本年度末には广中野譜庫目録コを刊行の予定です。

今回、中野氏より譜庫の内容について寄稿され荻したので以下に御紹介いだしぎす。

,「='驫、1 画.

噛計会,長嬰、'砂●忌電!^誌盲盆

^^

^^

文嘩の剣1は免染当人が亡くなれば、1判心、の薄い遺城の

手に渡るか、他の佃人に讓波されて、多くの場介門外不

出の運イnに逢菊するマンドリン・ギター譜庫に1堤って

も武井文肺、アルモニア文肺然1)で、死藏されたのでは

兎染の池、1味が全くなくなる

マンドリンとギターは今日では糾しく並び称されてい

るけれども、それは今世紀に入0てからで、允来歴史は

ギターがすクとブiくマンドリンは新しく、辿うた進は全

く異うている然し]9恨祀後半から、フンドリン・オーケ

ストラが1.まれて、同しフレソト楽器なる力油女にギター

が仲脚入りするようにな1)、今日ではUJうてもUJれない

仲になうている父一力でキターはギターで独Πの世界

に発展もしている。

ところが1山聚器とも日本では公立の告楽学校で正課に

入れられてぃないので貞剣にこの育楽に取組む人がいな

いのである。19棋記半ぱから今担祀初めにかけてイタリ

ア、フランス、ドイツを中心、にあれ1"!マンドリンか栄え

た,"実は此処に必ず愛好される桜強い仰件勿かがあった筈

ハを中心、にマンドリンギターに関するである ヨーロ

出版の状況を見ても明らかであるイタリア・ミラノの

大出版社りコルディのマンドリン楽譜出版目録は今槌紀

初めこの一社だけで万柯を越えている

にも不拘前記の理由て'音楽学校にも図習喰官にもマンド

リンとギターの楽譜は所蔵されていない典.の発展か期

待出来ないのはこの仙j楽排が、之で生計を'て得る社会

的な迫が開けていないのに最大の原仏1がある所。W立人

蔵 印

中野譜庫

、
,
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の手弄び以上になれないのである然らぱその音楽その

ものに魅力がないのであろうかその謎を解くのが本誥

庫の使命と云ってよいと思う

***

内容についてはマンドリンの方では最盛時(1900-19

40)ヨーロソパ各国で出版された月刊楽譜雑誌で r11

Plettroj(1906-1943), r11 MandolinojQ892-1937), r11

Concertoj(1897-193D, rvita Mand011nlstlcajQ901-

1911),『M3nd011nlsta lta11anoj a915-1938), r11 Man・

dolinistaja900-1905).以上イタリア。 rMand011nlsmoj

Q921-).スイス。 rHet Ned Mand011ne orkestj a9

26-1929), rDe Mand011negldsja919-1944).オランダ。

rL' Estudlantinaj Q905-1934), rLe plectrej(1903-

1925), rL'orchestre a plectrej(1934-]939).フランス。

rマンドリンとギター」及rマンドリンギター研究」 1916

-1943), rアルモニア」 a927-1941), rフレット」.以上

日本。 rFre杜ed lnstrument Newsja932-1957).アメリ

カ、等多種類に亘る。 rイノし・プレットロ」,rレステュデ

イアンティナ」等毎号論説報導を掲げたものもあるか大

半楽譜のみのものが多い。

Rlcordl, Bratt】, venturlm, carlsch, For11Vesl, V】zzarl,

Comme11ni等の出版は楽譜の表紙はカラー印刷で聚華な

ものが多く、之らは珍しい。筆者が始めたのが第一次1欽

州大戦終結直後で既にマンドリンの祖国イタリアは戰後

の疲弊した時期であったので集ったものが数ある。

ギター誌の方ではr現代ギター」が創刊号から揃ってお

1)、英国のrギターニュース」もほぽ揃っている。スペイ

ンの「ビプリオテカ・フォルテア」、フランスの「唄とギタ

ー」、プラジルのrキターと巨匠」、イタリアのrギター芸

術」は揃ってはいないが見るべきものがある。1828年

Whlsuingの著したrHandbuch der musica11Sch Llteraturj

の復刻版は永年垂選の書で茗者は復刻前に苦心三暎して

南葵文庫から写しとたものであるが、この沓を見ると

19世紀初頭如何にキターが隆盛を極めたかが一目瞭然と

する。箪者は主としてこの書に基いて「十九世紀初頭の

ギター譜庫」と題して現代ギターに年余にHつて述敏し

たが、本譜庫の面目は之らに械っているli典ギター帥作

家の古色翁然たる初版誥の菟集にある。今日では欧州の

古い音楽図当館に兒るくらいで稀に佃人蒐集家の手にれ

るくらいて、ある We】nmann の手になる当時 Wlen の出

版社 Artarla, Haslmger, Mechettl, Hofmelster其他多数

の出版社別出版目'1、今では貴重な中に入る作者とし

てはMciU11an, F sor, D A宮Uado, F. carU111, M.carcassl,

L Le旦nam, J.K Mertz, F M011n0 等のli典作家が主て

現代物は余り含まれていない

(

筆者が集め出したのは]920年からで65ケ年になる。楽

譜も碌に毓めない時から、三度の飯を本当に二度にして

賦入したものがあり、武井文庫の様に大八Ⅲで搬入した

のとは大亥な述いである。随分と爾倒な経緋を辿った楽

譜があ 1〕、許1文楽誥の到希で資金に圈 1)、再度入手可能

の楽訊を友人に安く買って'nい、後で又子'価に讓って1'1

つたもの等もある。以1西でドマーニ・クインテ,トを主

催していた松井竜三,神戸でプレソトロ楽譜店を開いて

(

.

4 .
'

、W

b 、

いた萩原広吉,東京の河合博、名古屋の竹内典一から讓

1卜受けたマントリン謂には珍しいものが多い。ギターの

方ではポーンから直接入った古典作家の初版譜(シャン

ドの使用したもの),小越逹也のもの, j小頼晃の莵集誥,

近年プラジルの菟架家デュバル氏から贈られたカルリ,

カルカ,シ,モリーノ,ロイエのギターニ埀奏削!は珍ら

しくメルツの自封,譜コピーも珍重すべきものであろう。

この外同志社大学MCのOB指揮者岡村光王器の苦心莵

集したマソツオーラのマンドリン曲テュディチの作品,

ギリシャのニコラス,ラウダスの自羊誥コピー等もf今し

猶マンドリン,ギターの教則フド・鞍習書の類は余 1)心、

懸ける人は少ないので珍しいものがあ 1)一兒に価する。

マンドリンキターに関する楽誥資料切を同志社大ツ

図書館に寄贈して、友人から一様に斜しいだろうと厶わ

れているが楽外すっきりしている。虚.脱状態を脱して何

か生きΨ裂を兄付けたいと思っている。先蹄同洗乢て般

人となり少々生き過ぎたと厶う!惑慨は1人い切九ない

* * *
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実例を中1山としだ

資料のさ

近年、本館においても新聞の利用が増えて来たようで

す。参考図書室には「朝日新聞J、 r日本経済新聞」_「京

都新聞」 3紙の縮刷版を配架していますが、スペースの

関係上数年分のバソク・ナンバーしかありません。従っ

て、過去のものや他紙の利用については「請求票」を力

ウンターに出して書庫より出してもらわなけれぱな 1)ま

せん。この場合、目的の記事の掲載紙、年月日を確かめ

ていないと「請求票」に記入できませんし、無駄が生じ

ることもあります。

今回は、国内主要新聞の記事のさがす時に使う資料に

ついて紹介いたします。

問例 1

忠犬ハチ公

がし方一29-

調〕

と1)あえず百科事典を見る大日本百科事典」(JA
「PON ICA)に忠犬ハチ公」の項があって、

教授の死没後もその1市りを待って、 36年(昭和Ⅱ)に死

ぬまで渋谷駅を跳れなかった凶とあるが月日までは分ら

ない。同項に「戸川幸夫の小説 r忠犬像紳士録」にも扱

われたU とあるので、著者目録(カード)を検素すると

「戸川幸夫動物文学全集」第4巻に同小説が収められて

いることが分り、それを読んでみる。小説なので、主人

公も忠犬ロク公とな 1)、飼主の名前も変えられてい

るが、遂に昭和10年3月8日の早朝 静かに死ん

でいたとあた。しかし、百科事典では昭和Ⅱ年で

あるが、小説では昭手肌0年となっていてどちらか分らな

い年表を当る

「近代日本総合年表第2版岩波の素引をさが

すと、 r忠犬ハチ公]935-3 C」注.1935年,3月,

杜会榊D とあ 1〕、本文を見ると「3.8 忠犬ハチ公死

ぬ 3 ・3198」とあった百科事典の方にミスがあた

ようだ。尚、末尾の数宇は典拠文献の番号で、 3は東

京朝日新聞」、 3198は「ε剛象碑文」のこと。「東京朝日

新聞」をさがすと、 3月8日にはないが、 3月9日に記

事力井昌載されていた

収録期間は1853年(嘉永6 ~19部昭和58 の間

<政治><経済・産業・技術社会X学術・教育・思想>

<芸術><国外>の6欄から構成されており、 1年分を 2

ページに収めている。事項索引があり便利だが、特筆す

べきは本文に記載された事項に典拠文献の指尓があるこ

と。巻末に典拠文献の出典番号一覧表があるが、 4,]53

点もあり、各種新聞はもとよ 1)「現代史資料」等の史料

類を収めており、事件の詳細を知1)たい時に非常に役に

立つ近代史の調査にあたって欠かせない参考図書と言

える

の死亡記事を見たい。

〔問例 2〕

80年代の政治資金の動きについて新聞記事を追ってみ

たい

調〕

r読売ニュース総覧」]980年版で r政治資金」の項を

見ると、ほぽ1ページ分に1年間の関連記事の概要と掲

戯日・面力叫又められている。あとは他の年版をさがせぱ

よい。「朝日新聞」縮刷版記事索引では政党」の項に

政治資金関係記事が収められている。但し、これは月単

位で検素する。 1つの新聞にしぽるか、あるいは他紙の

記事と比較するかは調査方法によって変わるかも知れな

いが、記事によっては同内容のものが他紙にも掲載され

ているので、 1つの新聞に掲載された日付で他紙の記事

をさぐることもできる

0明治ニュース典 071; M 2〕

「毎・日新聞」の前身、東京日々新聞」を基礎に、日

刊新聞発刊以前の諸新聞・日誌類、さらに「東京日々」

以外の有力日刊新聞から、明治という時代の特色を有し

た記事を優先することを基本方針とし、選択収録したも

の。原則として、記事全文を掲載している。記事の内容

による見出し語の50音順に配列し、各見出し語の中は記

事見出し、掲載年月日、新聞紙名と記事を年月日順に配

列している。索引は、見出し語を50音順に配列した一般

索引とは別に、政治・経済といった主題別に配列した分

解説

まわりくどい検索経過を紹介しましたが、著名事件で

あれぱ百科事典や歴史事典で解決することか多々ありま

す戦前の記事については索引類が少ないので、まずは

年表類を調査することをおすすめします。

近代日本総合年表」〔2]0.6;1 4-1幻

〔解説〕

新聞記事をさがす時、ある事件の記事をさがす場合の

他に、特定のテーマあるいは人物・団体に関する記事を

さかす場合がありますが、いずれも手がかりとなるテー

マやキイワードを精選し、次に紹介する記事索誌等を有

効に利用してください



類別*引と、年次・月別に配列した年次別歴史索引を収

めている全8巻の子定で、第 1巻慶応、4 ~明#江0)

以外は5年毎に分冊

朝日新聞記総" P 071; A6

大正8年創刊の「東京朝日新聞綸刷版昭和15年9

月より朝日新聞に誌名を統一)の各月巻頭の「記事

総*引を集成したもの。収録期間は大正8年7月~昭

和33年]2月て、大正綸全3巻、昭和糒全6巻,昭和戦後

編全5巻に分冊されており、それぞれ別巻として人名索

引を付している

(

0 'オ髪国内重要ニュース索引〔039; K〕

収録範開は昭和20年8月~41年6月。

政治・経済・社会を中心に、戦後の重要亊件のm単な内

容と発生年月日を収めたもの。特定の新聞に対する索引

ではないので、発生年月日を知ることによって当時の新

聞・雑誌、を調査する。記赦は件名(項目の見出し),事

件の記述、発生年月日の1噸。芸術・スホーツ・娯聚に関

するものは、ほと人ど除外している。

昭和48年下期版から、日絲産業新聞」の創刊により、

仙」紙の介併粂引認となる。昭和四年よりタ刊。会社二

ユース」は会社名の50壱判nに配列し、抑単な記小の内容

と掲城紙月日を記轍巻末に産業・業界の分野別にま

とめた「産業ニュフを収めてぃる

ニュース・イヤプックー朝日新聞の記翫と抄録一

〔P071;A5-2〕

収録純囲は昭和48年~50年。

朝日新聞の 1年間の記事と、おもな広告の索'jl・抄

録誌。各記事を見出し語のもとに集め、見出し語を50音

順に配列し、記事の抄録と掲械月日を収めてぃる。広告

業引は]段以上のスペースを占めるものを対象としてぃ

るが、出版広告は大小にかかわらず採録している。 49年

から人名見出し語を独立させ、一般繁引・人物宗引・広

告索引の3本立となってぃる

0新聞・雑誌記'.カタログ〔 P070.]; S 15〕

現泊.昭和56/57年版のみ発行。

新聞樹・緋誌糒・ガイド糒に分冊。新1卦1細は、主要13孤

を収1.1 各紙毎の記小タイトルを発行年月日1順、貞岫に

配列したものガイド稍は記*の内容を表わすキーワー

ドを人名、企業・1剥体、弓工項の 3 柯,に分けて、それぞれ

50音順に配列し、本文の紙名と記串番号を付している

(

発言者カタログ〔 P070 1; S 16〕

現力・昭和56 57年版のみ発h

前項の資料と10]様のものであるか、主要新聞 13紙

雑誌に発言および以Υ,した人々の記串を収めたもの事

珀索引、人名繁引、企業・団体名*りはりなるガイド繼

と、発d ・快曾,.者名の50音順に配列した発園者細に分冊

0毎日ニュース事典印71; M〕

収録範囲は昭和47年~54年

「毎日新聞」の 1年間の記亭の抄録を収録

50音順に配列し、抄録と掲赦月日を収める

人名繁引あり

0年刊人物報典 281.03;

収録範囲は昭和郭年~現右

對別に人名を50音雌!に配列し、

された記事タイトルと紙,辻、名、

いる

0読売ニュース総'"〔07]; Y〕

収録範囲は昭和郭年~現れ

「読売新聞」の 1年問の記事の抄録を収録。見出し語を

50音順に配列し、抄録と掲械月日を収めるニュース記

亊を主体とした r一月1索引」のほかに、企業ニュースを

企業名から検業できる r企業索引」、連載記事をまとめ

た「連載索Ⅲ、人名のもとに関連記串をまとめた「人

名索引を収めてぃる

新聞社説索引集 027.5; S15〕

昭和55年版よリ発h

朝日、読売、令i・日、サンケイおよび日本経済新聞の 1年

間の全社説記事の*引。

社説を取扱われている内容にしたかって31の分對に分類

した「分野別索引」と、社説内で言及された人名ないし

は団体・機関名を国内・外に分け50音順に配列した人

名別索引」、団体名別粂引との3部より枇成見出し語を

N 9 〕

新聞は13紙を収は各分

略歴・住所を付'して掲城

(巻号')、年月日を収めて

0会社.産業ニュース索引〔 P07]; N・ 2 〕( P071; N-3 〕

収,条鞄囲は昭和47年~現れ1。

「日本経消新聞」、「日経産業新聞」の索引誌、。

新聞集成明治編年史 210.6 ; S

新聞集成大正編年史 210.69 ; S

新聞集成昭和年史 210.フ;S〕

文久2年以来の中央・地方紙多数から、資料的に重製

な記串・そのものを、あらゆる分野にわたって収鍬したも

のそれぞれ年村次順の目次があるが、明治縦年史はそ

れを分類別に分けており、さらに明治編全巻を対象とし

た頂目の50音1噸による※智系引巻がある

以士主な資料を挙げましたが、鼓近の新聞記串を探す

資料として、「朝日新聞紺刷版」の知月号のヨι出梁引を

コピイしたものをファイルして参考図書塞に配架してい

ます過広約10年のものは年単位で製本しています



朝日新聞
明12.1~明2].]2

〔P 071 ; A〕

明13.8~12,明16.1~12

(PFM;1〕マイクロ写真
明12.1~明21.12

主要 5 紙の変遷
※下段は請求記号と図書館の所蔵状況

(めさまし新聞)

大阪朝日新聞
明22.1 ~H召15.8

〔P 071; 02〕
明23.6~H召4.1,θ召7.8

(P 071;02-1a〕締刷版

H召4.1~ヨ召15.8

〔PFM;1〕マイクロ写真
明22.1~"召15.8

東京日日新聞
明 5 ~昭17.]2

〔P071;T3〕
明19.1~明23.9

楽社会学科に明治期の

マイクロ写真あり

東京朝日新聞
明21.フ~昭15.8

〔P071;T4〕紺刷版

大8.フ~"召15.8

欠号:"召10.8,昭1].8,
昭H.H

朝日新聞(大阪)
昭15.9 ~昭16.12

〔P071;A3〕紘刷版

昭15.9~昭16.12

〔PFM;1〕マイクロ写真
昭15 9~昭16.12

(大阪日報)

旧本立政党新剛

(大阪日報)

朝日新聞東劇
昭15.9 ~昭16.]2

〔P 07】;A4 締刷版

昭15.9~昭16.12

大阪毎日新聞
明21.Ⅱ~昭]フ.12

〔P071;0〕
明23.6~昭]2.1,

昭12.9~昭15.12

〔P071;0 1幻縮刷版
H召3.]~昭4.2,

昭12.]~H召17.2

朝日新
昭17.1 ~現在

〔P 071;A2〕楽大阪版

H召20.フ~三召21.6,

E召25.1~ヨ召26.12,
H召27.4~E召33.2

〔PFM;1〕マイクロ写真

蝦大阪版

昭17.1~昭22.]2

〔P071;A5〕細刷版

E召17.1~E召19.10,

昭22.H~現在

新聞し

11~a召17.フ

日本経済新聞
昭21.3 ~現在

〔P071;N〕
H召28.]~ n召31.]2

〔P 071;N la〕細刷版
昭25.4~"召27.12,

H召28.2~12,

昭30.1~現τ1

所蔵なし

(中外物価新報)→(中外商業新報)→(日本産業経済新聞)

毎日新聞
昭18.1~現在

〔P071;M-1a〕紺刷版
楽大阪版

"召18.4~12

〔P071;M〕巌大阪版
ヨ召25.1~B召26.12,

"召27.4~θ召33.2

〔P071;M4〕締刷版

豪束京版

B召25.1~ 4,

昭25.6~現在

読売報知新聞
昭18.8~θ召21.4

所蔵なし

日出新聞
明18.4 ~H召17.3

〔P 071 ; H〕
明36.3~大6.8

楽欠号あり

〔PFM ;2〕マイクロ写」'{
明18.4~U召17.3

売新聞
=

昭21.5~現在

〔P071;Y〕
楽一部朝刊のみ

昭27.4~B召39.1

〔P 071; Y幻

豪夕刊のみ

昭28.5~昭30.6

〔P 071;Y-1.〕紺刷版
昭33.9~現在

京都新聞
昭17.4 ~現在

〔P071;K〕
H召25.1~B召41.12

〔P 071 ; K・1a〕薪,届11版
n召42.1~n召60.12

(京都日日新聞)

読
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r特別研究図書費Jによる購入図書②

ーより一層の共同利用をー

1984年4月よ 1)新たに設定された「特別研究図書費」

による図書購入も 2年目を迎えました。

研究資料費は、学部教員用としての学部図書費、研究

所の図書費、学部教育研究助成費、仙人研究費、にこの

「特別研究図書賀」が法・経・商の学部図書費のほぽー

学部相当分になります

この r特別研究図轡贄」の特つ意味は、単に研究資料

費が一学部相当分増額された、というだけではなく、も、

つと別の大きい意味があ 1)ます

従来研究資料賀は部科別配分学部図書費・研究所資

料賀)や個人別配分仙人研究費)であり、寳半叫又集は

部科錘縦割1〕であり、様々な問題をはらんでおりました

いわく、高額大削資料の収集は困難である。び文部省私

立大学研究設備豐備費等補助金に係る研究設備」の r特

定図書」の袖助金申詰という1例度があるとはいうものの、

交付されるとはかぎらないまた、各学部学科・各研究

所に利用がまたがるような資利・も集められにくい。さら

に、専門課1呈が設置されていない分對の資料も、少し高

額になれぱ不可能に近い、等々であ 1)ます。そして可成

1)高額な資料でも、重複が生じゃすく贊用効率の点から

も問題かあったと言えます。

そこで、士肩己のいろんな問題点を少しでも解消できる

よう、「特別研究図書IL が設定され、共同利用の観.゛

から、図善堕官が収染の窓、口となって連用し、資料の所藏

保贄の任に当ることとなりました'11 これによリ図沓

館は研究図譜館としての機能をよ1)発抑できるようにな

りました。

1985年度内に同図書賀で購入した図譜資料は下記の通

りです他の図書資料と同様、所属身分等にかかわりな、

く、広く利用が期待されるところであ 1)ます。

ただ、りストでお判 1)いたたけるように、図書資料の

内には、本来なら「禁儁出」となるものも含まれており

ますマイクロフォームのもの等)しかし図当館で所

蔵保管することにより、利用上茗しく不便になることの

ないよう、「特別研究図書費」による購入図当資料に限

り、特別の配慮をしなけれぱならない、と考えておりま

す。

また、このりストは、関西四私大関西・関学・立命

館・伺志社)の収書儒報連絲会においても、四大学それ

ぞれ同様なりストを交換し合い、累鞁して一冊のり一フ

レソトにまとめられております。したがって関西四私大

の相五利用にも拍卓がかかるのではないかと思力れます。

同リーフレ,トは、]986年度「特別研究図書費」により

図書の賦入希望を募る時に、重複購入を可能なかぎ1)さ

けるためにも、配布し、ご利用いただけるようにする子

定です。

則い r資料の保管場所は陳則として図書館とする」(特別

研究図書普の連用要項資料の保管J)のですが、特別

な笥汁肖がある場合、例外的に扱ってお 1〕ます。水年度噛

入資料の内、 10番かそれに該当します。これは体育よ 1)

購入希望が出されたものですか、田辺校舎に移ることに、

なっているため、当該研究笠に所蔵していただくことと
^

しました。

※印を付した資羽は文部省の「研究設備」の助成金ご

の刈象となったものです

10

(

U

Archlv f山 Theorle und praxls des AⅡ又emelnen

Deutschen Handels・und wechselredlts, hrsg. V. F

B Busch, Bd.1 -48 Gen Reg l-37 〔325.934;A4〕

※Beltrage 2Ur Erlauterun旦 des Deutschen Rechts,

In Besonderer Bezlehung auf das pl'eusslsche Re-

Cht mlt Elnschluss des Handels・und 、vechselrechts、

Jg ]・73 (1857-1933)〔 P 322 ; B , B・2, B 2. B 3〕

※Blb110吐Wca shakespearlana : The Mlrl'or of the

Eng11Sh Ren2!ssance studles, classlcal & Modem

Crltlc!sm 6 m 30 unlts (mlcroflche)〔゛3,1!「11〕

CIs us congresslonal commlttee Heann宮S lndex,

231'd681h congresses a器3・Mar ]925)

〔027.2;C2-2〕

〔027.2 ; C 幻

70 ), new sel

2

3

4

Cls us set lndeX 1789-1969

Frase!'S Magazlne, V01 1-80(]830 N

V01.1 26 P930.3;F、 F2

GeweTb11Chel' Rechtsschutz und U血eben'echt,1n,

〔 P 328 ; G4〕じel'natlonaler Te11, Jg 1948-フフ

Hlst011'e Lltt61'alre de la France, tome l-41(1865-

四50.2 ;H6〕1981)

IL0年次織牲卜資利集議遡別轍告・,!ト,総会議1,14.

B66.06; K21919-1983 100 陀els

1ケ1.学小央耕"、,ず1]-88.]65-254巻(Ⅲlih36年昭

〔 P490.]; 1〕体fi和19.36 45年)

Intemal Revenue sel'vlce cumulatlve BU11etln,

〔 P 345 ; 11919 (V D・1984

'1i典文1,1i (1乳・刊分 n0 1-462,別"計'469冊D

M川d, VOIS I-29.38,51-61.73-87a892-1978)

〔P]00.3;NI〕

川!論・人'・昭〒11教h1允,'1'tf料.明冶15 45苛
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〔FM ;9,]の80reels,大正2一昭和20 120reels

Natlona11nvetory of Documentary sources m the

Unlted sta[es, pt ] The Natlonal Archlves &

Records servlce, The presldenれal Llbrarles, smlt・

honlan lnst】tutlon Archlves (mlcroflche)〔029,C〕

大蔵省主税局絖計年報書,明治期第Ⅱ・38回(明治17

〔359.34;SS SS3〕・44) 58分冊

Papers of the Ame】can Board of commlssloners

for Forelgn MlsslonS 此lt l,Letters to ForelRn

CorrespondentS 1843 1919

Unlt 3, Mlsslons to Asia,]827 1919 FM ;8

1;L2 4〕レオナルド解剖手稲全3巻別冊 1〔491

16

17

]8

この度、四82年4月(書誌データの機械入力開始詩)

から伯85年3月末志でに受入整理しだ資料を収録し

た r同志粒大学所蔵図書目録コを刊行することになり

弐した。この目録には、洋書21,691タイトル、和書33.

310タイトルが収録されており、合言ナ頁類は5,623頁で

6分冊により橋成されており荻す。今回刊行致しきし

だものは従来の「蔵書目録"と異り、機械入力により

MARC (機械可読目録)化しだものから冊子体形式

で漢字プリンタによゆ

出力してい弐すので、

検索用ツールとして有

効に活用していだだけると思いぎす。

現在、情報化杠会と言われている状況の中で、学術

情報は急速に増大しており、ぎだ、学術研究の進展に

伴い学術情報は、その範囲、内容、形態も多様化して

おり荻す。このように多量かつ多種多様な情報をタイ

△リーに利用者に提供できるようにすることが強く求

められており弐す。本学では、目録システ△の開発を

はじめ、図書館業務のトータル・システ△化を実現し、

図書館利用者へのサービスを向上させるため努力して

おり蒙す。

目録システ△は、図書館業務機械化の中1山になるも

のであゆぎすが、本学では円82年4月から機械入力を

開始し伯86年4月現在すでに約6万タイトルのデータ

をMARC化し蓄債しておりぎす。この成果として今

回約3年分の冊子目録を刊行することができきしだ。

現在、図書の検索用ツールとしては、カード目録ガ

まだ多く用いられておりきすガ、その編成作業には多

19 SOC】al casework (Formerly The Fam11y),

〔 P 369 ; F 2,J , S 力V01 1-62 (]920-8D

20. staれStlk des Deutschen Relchs, N. Folge Bd

]・60](1884-1944) 〔繁理中〕

21'スヘイン・ラテンアメリカ関係文書コレクション

Colecc】on de Documentos para la Hlstorla de ES・

〔236 ; C 5〕Paiia, V01.1-113 (1842-95)

Colecclon de Documentos lnedltos Relatlvos al

Descubnmlento, conqulsta y organlzacion de las

Antlguas poseslones Espa負olas en Amelca y oce

〔253.03 ; C 5〕an】a, V01 1 42 (1864 84)

正
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大の労力を要すること、ぎだ、多量の情報をタイ△リ

ーに多様な形態で検索できることが求められる今日で

は、漢字端末機を用いオンラインにより検索するシス

テ△へ移行して行く状況にあゆ、本学でも田辺図書館

ではすでに同システ△を用意しておりぎす。

もちろん、これぎでの資料をすべて機械入力するこ

とは困難ですので、これぎで編成して来だ力ード目録

は今後も有効に活用しなければなり弐せん。

今出川図書館でも早

急に機械検索システ△

を実現すべき準備を進

めており弐すが、システ△の開発にぎだかなりの時問

を必要としぎす。オンラインによる検索システ△を提

供できるぎでの間、冊子目録を活用していただききす

ようお願いしぎす。

なお、今回は3年分を刊行致しましだガ今後は年単

位で刊行する予定にしておりきす。

、ぴ'ぶりおてか゜

行同志社大学図書館発

文編集責任者

瓦

西

同志社大学図書館報

田 逸

京都市上京区今出川通鳥丸東入

郎(図書館庶務課長)

^
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